
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 4 人に 1 人が 65 歳以上という「超高齢社会」を迎えた日本。今後高齢化がますます加速する見通しの中、 

加齢や病気により嚥下機能が低下した方でも「美味しく・安全に食べられる食品」のニーズが高まっています。 

そこで、岡山県では、食品製造事業者を対象に、嚥下などに関する正しい知識や高齢者の食事の実際を、医療・ 

介護の第一線で活躍する方々から直接学ぶことのできる場を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

     

              

岡山県幸福な長寿社会実現事業・食品開発支援プロジェクト 

医療・食品産業交流サロン 参加者募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

【問い合わせ】 岡山県保健福祉部医療推進課 疾病対策推進班 TEL:086-226-7321 

法 

（岡山市北区南方 2 丁目 13-1「きらめきプラザ」2 階） 

県内で食品製造を業として行っている法人・個人事業主 

各回４０名 

無料 

ゆうあいセンター 大会議室 

参加資格 

募集人数 

参 加 費 

会  場 

「医師から見た 

 
 “最期まで食べること”の大切さ」 

 
岡山済生会総合病院  

内科医長 犬飼道雄先生 

 

「高齢者でも美味しく、安全に 

 
 食べられる食事の実際」 

 
あいの里クリニック 次長   

岡山県栄養士会 副会長  森光大先生 

 

▼講演① 

 

８月２８日（火） 

 

第１回 第２回 ９月２８日（金） 

 １８：３０ ～ ２０：３０ 

 

「嚥下の基礎知識～嚥下機能障害と 

 
 嚥下リハビリテーション」 

 
岡山大学病院 

スペシャルニーズ歯科センター  

摂食嚥下リハビリテーション部門  

助教 村田尚道先生 

「嚥下機能に配慮した食品のいろいろ」 

 

１８：３０ ～ ２０：３０ 

 

株式会社誠屋 専務取締役 櫛田 明氏 

       営業２課課長 鉦谷慎二氏 

▼講演② 

 

▼講演 

 

▼トークセッション 

 

 http://www.pref.okayama.jp/page/565366.html 

 参加を希望する方は、岡山県医療推進課ホームページ内の専用フォームからお申込みください。 

 ホームページアドレス 

食品製造事業者の皆さまへ 

高齢者・病気療養者向けの食品について、基本から学んでみませんか？ 


